
　

㈱
フ
ジ
タ
な
ど
民
間
が
進
め
る
海
老
川

上
流
地
区
開
発
を
支
援
す
る
、
船
橋
市
の

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」
に
は
、
私

た
ち
の
税
金
か
ら
、
１
０
３
２
億
円
が
支

出
さ
れ
ま
す
。

　

船
橋
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
や
交
付
金
、
医
療
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
10
月
7
日
か
ら
始
ま
っ
た
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
が

続
き
、
３
万
人
を
超
え
る
人
々
が
死

亡
、
人
道
支
援
が
途
絶
え
て
子
ど
も

た
ち
が
餓
死
す
る
状
況
に
、
世
界
中

が
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
ガ
ザ
の

人
々
の
命
を
守
り
、
人
質
の
解
放
を

会
計
の
負
担
額
が
除
か
れ
た
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
私
た
ち

の
税
金
で
す
。
利
子
を
含
ん
だ
合
計
額

は
、
表
の
通
り
で
す
。

　

し
か
も
、
当
初
の
市
の
支
出
予
定
額
は
、

●
事
業
区
域
内
に
移
転
建
替
え
予
定
の
医

　

療
セ
ン
タ
ー
４
３
７
億
円

●
区
画
整
理
事
業
で
43
億
円

●
事
業
区
域
内
に
あ
る
東
葉
高
速
鉄
道
の

　

新
駅
建
設
に
50
億
円

で
し
た
。

　

金
額
の
大
幅
な
増
額
で
財
政
に
影
響
が

で
れ
ば
、
福
祉
の
削
減
や
市
の
施
設
使
用

料
・
国
民
健
康
保
険
料
の
さ
ら
な
る
値
上

げ
な
ど
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党

は
、
事
業
の
中
止
を
含
め
た
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
が
、
市
は
「
必
要
な
事
業
だ
か

ら
予
算
化
し
た
。
後
年
度
の
影
響
や
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
は
考
え
る
」
と
し
て
、
金
額

の
見
直
し
な
ど
は
行
わ
な
い
と
表
明
。

　

無
謀
な
財
政
支
出
の
ツ
ケ
を
、
市
民
に

負
わ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
の

責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

想
定
震
度
は
震
度
６
な
の
に
、

 

区
域
内
は
震
度
５
強
で
対
策

　

海
老
川
上
流
地
区
は
大
半
が
湿
地
帯
で
、

液
状
化
対
策
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
事
業
者

は
、
宅
地
の
部
分
で
必
要
な
と
こ
ろ
は
震

度
５
強
に
対
応
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
船
橋
市
が
想
定
す
る
千
葉
県

北
西
部
直
下
型
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
、
震
度
６
弱
ま
た
は
６
強
で
す
。

想
定
す
る
震
度
よ
り
弱
く
、
し
か
も
、
宅

地
に
限
定
す
る
対
策
で
は
不
十
分
で
す
。

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
、
液
状
化
で
道

路
や
下
水
道
が
破
損
す
れ
ば
、
復
旧
に
大

変
な
時
間
と
労
力
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

今
か
ら
で
も
、
事
業
の
中
止
を
含
め
た
見

直
し
の
英
断
を
行
う
べ
き
で
す
。

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

5月15日（水）

6月12日（水）

な
ぜ
市
議
会
は
否
決
？

な
ぜ
市
議
会
は
否
決
？

区
画
整
理
事
業
に
、制
限
な
し
！

区
画
整
理
事
業
に
、制
限
な
し
！

「
パ
レ
ス
チ
ナ・ガ
ザ
地
区
の
人
道
的
休
戦
を
求
め
る
決
議
案
」

　発議案第2号パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的
な人道的休戦を求める決議
　イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハマスの大規模衝突によ
り、パレスチナ自治区ガザ地区において、人命が深刻な危機的状況
にさらされるとともに、市街地に甚大な被害をもたらしている。 
　船橋市議会は、この紛争に関わる全ての当事者及び日本政府をは
じめとする国際社会に対し、次のとおり訴える。

記
１  即時かつ持続的な人道的休戦及び人質の即時解放 
２  国際法、国際人道法の遵守 
３  人道的被害の抑制、人道支援物資の供給を通じた人道状況の改善 
以上、決議する。 

す
す
め
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

船
橋
市
議
会
で
は
「
ガ
ザ
地
区
で

の
攻
撃
を
や
め
さ
せ
た
い
」
と
願
う

市
民
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、

市
議
会
と
し
て
意
見
表
明
を
し
よ
う

と
、
日
本
共
産
党
と
無
所
属
の
議
員

で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

に
お
け
る
即
時
か
つ
持
続
的
な
人
道

的
休
戦
を
求
め
る
決
議
」
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
総
務
委
員
会
で
は
賛

成
多
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
3
月
22

日
の
最
終
日
の
本
会
議
で
は
反
対
多

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
討
論
の
「
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
て
い
る
市
の
議
会
と
し
て
こ
れ

以
上
犠
牲
を
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
の

よ
う
な
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
は
大

切
」
（
無
所
属
）
、
「
時
間
の
経
過
と
と

も
に
被
害
の
広
が
り
が
深
刻
に
な
っ

て
お
り
、
人
道
上
の
大
惨
事
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
世
界
中
で
声

を
上
げ
当
事
者
に
働
き
か
け
続
け
る

た
め
、
本
市
議
会
か
ら
も
意
見
表
明

す
べ
き
」
（
日
本
共
産
党
）
、
「
国
連
総

会
で
人
道
目
的
の
即
時
停
戦
決
議
が

採
択
さ
れ
、
日
本
政
府
も
賛
成
し
た

が
、
悲
惨
な
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
本
市
議
会
も
即
時
休
戦
を
求

め
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
は
重
要
」

（
飛
翔
）
に
対
し
、
反
対
の
立
場
で

「
現
在
の
状
況
は
極
め
て
憂
慮
す
べ

き
事
態
だ
。
し
か
し
国
連
パ
レ
ス
チ

ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
の
関
係
者
が

10
月
7
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル
襲
撃
事
件

に
関
与
し
た
疑
い
が
あ
る
た
め
、
多

く
の
国
が
支
援
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

そ
の
疑
惑
究
明
と
支
援
の
再
開
を
求

め
る
が
、
発
議
案
に
そ
の
記
載
が
な

い
」
（
公
明
党
）
と
の
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

な
ぜ
反
対
す
る
の
か
、
討
論
か
ら

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
対

し
た
議
員
の
み
な
さ
ん
は
〝
ガ
ザ
の

市
民
の
い
の
ち
を
守
り
た
い
〟
市
民

の
願
い
に
ど
う
応
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。

賛
成　

市
民
民
主
（
中
谷
あ
や
の
、
三
橋
さ
ぶ
ろ

う
、
高
橋
け
ん
た
ろ
う
、
岡
田
と
お
る
、
池
沢
み
ち

よ
、
朝
倉
幹
晴
、
つ
ま
が
り
俊
明
、
川
井
洋
基
、
浦

田
秀
夫
、
神
田
廣
栄
、
斉
藤
誠
）、
日
本
共
産
党

（
か
な
み
つ
理
恵
、
神
子
そ
よ
子
、
松
崎
さ
ち
、
金

沢
和
子
、
岩
井
友
子
）、
飛
翔
（
今
仲
き
い
こ
、
齊

藤
和
夫
、
大
沢
ひ
ろ
ゆ
き
）、
無
所
属
（
は
ま
の
太

郎
、
三
宅
け
い
こ
、
か
い
さ
ち
）　

22
人

反
対　

公
明
党
（
葛
生
正
文
、
草
場
智
泉
、
上
田
美

穂
、
鈴
木
心
一
、
桜
井
信
明
、
木
村
修
、
松
橋
浩

嗣
、
橋
本
和
子
、
松
嵜
裕
次
、
鈴
木
い
く
お
）、
結

（
青
木
は
る
か
、
市
川
た
け
し
、
林
と
し
の
り
、
藤

代
清
七
郎
、
小
平
奈
緒
、
い
と
う
紀
子
、
浅
野
賢

也
）、
清
風
会
（
島
田
た
い
ぞ
う
、
杉
川
浩
、
七
戸

俊
治
、
滝
口
宏
、
鈴
木
和
美
）、
市
政
会
（
米
原
ま

さ
と
、
日
色
健
人
、
滝
口
一
馬
）
無
所
属
（
佐
々
木

克
敏
）
26
人

必
要
な
ら
、い
く
ら
で
も
出
す
？

必
要
な
ら
、い
く
ら
で
も
出
す
？

事  業  船橋市の支出総額（3月22日現在）

医療センター
建て替え

約888億円（利子含む）
※ 国からの地方交付税179億円
（見込み）含む

土地区画整理事業 約62億円（利子含む）

新駅建設
約82億円（利子含む）
※ 国からの16億円補助
（見込み）含む

合  計 約１０３２億円

ミニにゅうす　2024年 4月15日 No.1076（２）
2024年 4月15日 No.1076◆自民党の裏金疑惑 真相究明を！！

日本共産党国会議員団千葉事務所  043-241-4251
丸 山 慎 一   047-424-6347

船
橋
市
議

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>
岩 井 友 子

金 沢 和 子

松 崎 さ ち
▲市議団
ホームページ

かなみつ理恵

神子そよ子

047-438-8647
047-422-5278

047-432-9317

047-４７３-0678（事務所）
047-769-7271

千 葉 県 議

日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索


